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最適性原理
～ダイナミックシステム～

x(t) ：t 期での意思決定 t =0,1,2,…,T
Tは必ずしも固定されていない。

s(t): t 期のシステム状態、 u(t): t 期の出力
s(t＋1)＝ F（s(t), x(t) ） 状態遷移関数
u(t)＝ G（s(t), x(t) ） 出力関数

意思決定問題
u(T) →Maximize w.r.t. x(t) s.t. s(0)= s0

最適解x* (t)に対応するシステム状態の動きs*(t)
（t=0,1,2,…,T）を最適経路という。

12.07の資料への追加（19枚目の前）



t＝T-3を初期状態とする意思決定問題
u(T) →Maximize w.r.t. x(t) s.t. s(T-3)= s*（T-3)

このときの解を x**(t)（ t=T-3,,…,T）とすると、
x**(t)＝ x*(t) [s**(t)＝ s*(t) ]（ t=T-3,,…,T）

⇒最適性原理！（歴史合理性）
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